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		事業者対応カラム

		規制当局対応カラム

		コーナーストーン低下カラム



		複数の／反復的コーナー

ストーン低下カラム

		許容不能パフォーマンス

カラム





		結果

		

		評価インプット（パフォーマンス指標（PI）及び検査指摘事項）が緑、コーナーストーンの目標が全面的に達成されている

		戦略的パフォーマンス分野の（異なるコーナーストーンにおける）1つまたは2つのインプットが白、コーナーストーンの目標が全面的に達成されている



		戦略的パフォーマンス分野のコーナーストーンの1つが低下（インプット2つが白またはインプット1つが黄色）若しくは戦略的パフォーマンス分野のインプット3つが白、コーナーストーンの目標は達成されており、安全裕度の僅かな低下が見られる



		コーナーストーンの反復的低下、コーナーストーンの複数の低下、インプットが複数が黄色または、インプット1つが赤1 ; 


コーナーストーンの目標は達成されており、長期的な問題または、安全裕度の僅かな低下が見られる

		全体的に許容不能なパフォーマンス。この状態でのプラント運転は許可されない。許容不能な安全裕度



		対応

		規制当局の会議

		上級常駐検査官(SRI：Senior Resident Inspector)による定期的な意思疎通

		支部長（BC）または部門長（DD）と事業者の会議

		DDまたは 地域局長（RA）と事業者の会議

		運営総局長（EDO）（または委員会）と事業者の上級管理職の会議

		委員会と事業者の上級管理職の会議



		

		事業者の

行動



		事業者の是正措置

		NRCの監督を伴う、事業者の是正措置

		NRCの監督を伴う、事業者の自己評価

		NRCの監督を伴う、事業者のパフォーマンス向上計画

		



		

		NRCの検査

		リスク情報を活用した基本検査プログラム

		基本検査及び補足検査95001

		基本検査及び補足検査95002

		基本検査及び補足検査95003

		



		

		規制当局の行動



		なし

		評価書簡の中で、低下分野に対する対応を文書で記録

		評価書簡の中で、低下分野に対する対応を文書で記録

		10 CFR 2.204 DFI


10 CFR 50.54(f)書簡

CAL/Order

		認可された活動の修正、一時中止または廃止の命令 



		情報伝達

		評価報告書



		BCまたはDDによる評価報告書のレビュー／署名（検査計画書を伴う）



		DDによる評価報告書のレビュー／署名（検査計画書を伴う）



		RAによる評価報告書のレビュー／署名（検査計画書を伴う）



		RAによる評価報告書のレビュー／署名（検査計画書を伴う）

委員会への通知

		



		

		公開評価

ミーティング



		SRIまたは BCと事業者の会議

		BCまたはDDと事業者の会議

		RAと事業者のパフォーマンスミーティング

		EDO（または委員会）と事業者の上級管理職のパフォーマンス討議

		委員会と事業者の上級管理職の会議



		

		安全重要度が高くなる



		

		1限られた少数の状況では、この重要度の検査指摘事項は、事業者全体のパフォーマンスを示唆するものでないことが予想される。スタッフは、この検査指摘事項を、適切な行動を決定するための例外として扱うことを検討するものとする。
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